






　中古トラック寄贈を機に、日本で「車両整備」に
かかわる研修生の受け入れを実施。2001年からは
中国に講師を派遣し、現地での研修も開始してい
ます。技術指導を通じた人的交流により、国際相互
理解に寄与しています。

研修生の受け入れや人材育成も

経
済
発
展
の
一
助
に

　佐川グローバルロジスティクスは、被災地用
救援物資の集荷業務を政府より受託。6月9日
（月）には、佐川急便とともに全国42の自治体
から物資（主にテント）を約600張集荷、成田空
港に搬入後、現地へ輸送されました。

日本でも政府から集荷要請

（月）には、佐川急便とともに全国42の自治体
から物資（主にテント）を約600張集荷、成田空
港に搬入後、現地へ輸送されました。

被災地へテント
寄贈

中古トラックを
寄贈
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学んで深まる絆
と友情

母
国
の
発
展
を
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見
て

　中国・四川大地震への救援活動
は、SGホールディングスグループ
の提携先である中国郵政集団速
逓局、浙江省郵政公司、浙江省金
華市郵政局に中国国内輸送につい
て無償協力いただき、中国人民対外友好協会※を通じて実現
しました。従業員の義捐金とSGホールディングスの支援金で
調達した1,200張のテントを浙江省から四川省成都まで約
2,100km、50時間を4人のドライバーによりノンストップで輸送。
余震も絶えなかったという道中の苛酷さは、すっかり砂ぼこり
にまみれて到着したトラックが物語っていました。
※中国国民と世界各国の人 と々の理解と友好を深め、世界平和の維持や共同発展促進を主な目的とする団体。
　中古トラック寄贈以来、交流が続いています。

神奈川県庁での集荷のようす

　東南アジア諸国からの私費留学生を対象として、
奨学援助を行う(財)佐川留学生奨学会。採用証書授
与式と交流会を通じて、奨学生同士のコミュニケー
ションにも力を入れています。

　（財）佐川国際経済協力会では、開発途上国への
経済協力支援として、中古トラックの無償供与を1985年

より実施。その数
は中国3,000台、
モンゴル102台、
ペルー150台、ラオ
ス53台（2008年
現在）。当該諸国
では地域に即し
た用途で有効活
用されています。

▼1986年（1期）～2008年（23期）までの奨学生の国籍分布 

マレーシア 
144名

ベトナム 70名

シンガポール 6名

タイ 38名

カンボジア 
12名

フィリピン 11名

ミャンマー 
22名

インドネシア 50名

ラオス 9名

交流会において茶を体験（佐川美術館　樂吉左衞門館にて）
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　「平山郁夫展̶玄奘三蔵、求法の道」が、2008年9月
12日（金）～11月30日（日）まで開催されました。かつて
ない規模でシルクロードを巡るとともに、奈良薬師寺の
玄奘三蔵院画殿の堂内を《大唐西域画》に合わせて再
現。原寸大の大下図
をはじめ、豊富なス
ケッチパネルなど
で平山画伯の画業
を「玄奘三蔵、求法
の道」として辿るも
のとなりました。

開館10周年記念の壮大な企画展

　文化・経済・教育など、中国やアジアの国々において、さまざまな分野での支援や協力を行ってきました。今後も「アジアの
時代」といわれる中、SGホールディングスグループはさらなる緊密な関係づくりを進めていきたいと考えています。今後の展望

芸術作品がつな
ぐ文化交流

新
た
な
教
養
と
の
ふ
れ
あ
い
へ

マレーシアで代
理店契約を締結

現
地
の
経
済
を
も
っ
と
元
気
に

　日本向け国際宅配便（エクスプレス貨物）の取り扱い拡
大を目指して、佐川グローバルロジスティクスでは、
ASEAN地域における拠点配備をほぼ完了し、拠点間の
連携強化を進めています。マレーシアの大手物流企業
「シティ・リンク・エクスプレス」と手を結んだのも、そうし
た戦略の一環です。家電メーカーなど多数の日系企業が
いち早く進出した国として、マレーシアは輸出型ビジネス
を中心とするASEANの生産拠点。日本との自由貿易協定
（FTA）が発効されたこともあって、今後ますますエクスプ
レス事業が経済の成長を支えていくに違いありません。

　絵画、彫刻、陶芸の分野から文化発信を重ねている
（財）佐川美術館。国内の作品展示だけでなく、開館5
周年には特別企画展 「明代官窯青花磁器の宝庫 南京
博物院蔵－中国染付 コバルトブルーの世界」をはじめ、
「中国国家博物館所蔵 隋唐の美術 正倉院宝物の故
郷を辿る」、「韓国ソウル・湖林博物館所蔵 李朝陶磁
の名品－白磁と粉青沙器－」など、アジア文化を通じ
た振興にも目を向けています。

調印式のようす

企画展のようす

企画展のようす



55

　佐川急便では、3R※に対応した輸送サービス「飛脚
パソコン便」を展開しています。パソコンの修理時に、
メーカーとユーザー間で輸送を行う際、繰り返し使用する
ことができるオリジナルの梱包材「SAGAWA soft air 
package」を使用しています。
　この梱包材は、振動や衝撃から製品を守る輸送品質の
高さと、従来の梱包のようにゴミを出さないなど、環境に
配慮した製品として高く評価されており、2008年度は、
約27万2,000件のご利用をいただいています。

3Rに対応したパソコン輸送サービス「飛脚パソコン便」

　「飛脚グリーンメール」は、冊子やカタログなどの開封口
部分を汚さず簡単にはがすことができる特殊なテープと、
宛名ラベルを貼るだけで送れるメーリングサービスです。
紙やビニールなどの封筒が不要になり、包装資材を大幅
に削減できる環境にやさしい輸送サービスです。今年度
の取り扱い通数が前年度の3.8倍以上となる55万通に
達するなど、環境意識の高まりの中でご利用が急速に
増えています。

　一般的なA4サイズの封筒で送る場合と比べ、1冊あたり
約13gの包装資材の削減になり、毎月1万冊をご利用い
ただいた場合、1年間で約1,560kgの包装資材の削減に
つながります。

包装資材を大幅削減する飛脚グリーンメール

　佐川急便では、個人情報の保護や資源保護の環境視点
からも、企業内で取り扱う機密文書が裁断処理から溶解
処理へ移行するケースが増える中で、オフィスへの集荷から
溶解処理まで行うサービスを開始しました。
　処理の流れは、機密文書を専用箱に収納し、機密性を保持
して一貫輸送で溶解処理場まで配送して、溶解処理をする
ものです。溶解処理した書類は再資源としてトイレット

ペーパーなどにリ
サイクルされます。
また、溶解処理終
了後、証明書を
Webサービスにて
発行することが
可能です。

溶解処理までの飛脚機密文書リサイクル便

お客さまに向けて、
サービスや商品の取り組み

社会
との
かかわり

飛脚パソコン便のオリジナル梱包材

専用ダンボール

※Reduce（ゴミの発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再資源化）の頭文字をとって
　3Rと呼ばれています。

従来の冊子メール

飛脚グリーンメール

包装資材の重さ

1冊 500冊 1,000冊

毎月
10,000冊
を1年間

14g 7㎏ 14㎏ 1,680㎏

1g 500g 1㎏ 120㎏
再剥離タイプの
宛名ラベル

封をする
特殊テープ

◎A4サイズの冊子を送った場合の削減量



通販インフラを安全・安心に支える代金引換サービス「e-コレクト」

　「民間事業者による信書の送達に関する法律」で定め
られた特定信書の送達事業で参入についての許可を得ま
した。これにより、特定信書便事業を行うことが可能に

なり、「ｅ-コレクト」を活用した収納代行やインターネット
などの既存インフラと連携したサービスの展開をしてまい
ります。

許可取得でスタートする飛脚特定信書便
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　インターネットの普及など購買環境の多様化の中で、国
内の通信販売市場は毎年拡大傾向にあり、佐川フィナン
シャル（株）の代金引換サービス「e-コレクト」は2000年
の開始時から通信販売をご利用される方の安心・安全な
決済サービスとして着実に普及しています。
　従来のインターネットショッピングなど通信販売の
支払い方法は、「銀行など金融機関へ事前振込み」や
「インターネット上でクレジットカード決済をする」などが
主な方法でした。そのため、利用者はカード情報の漏洩や、
商品が届かないのではという不安がありました。商品と代金
を直接引き換える代金引換サービスの「e-コレクト」は、
専用の決済端末機を利用するためセキュリティ対策も万全
です。また、事前振込みと比べて手間もかからず、現金が
手元になくてもクレジットカードやキャッシュカードで支
払いが可能なことから、通販インフラを支えるサービスと
して不可欠なシステムになりました。2008年度は1億
534万個、1兆2,115億円の決済にご利用いただきました。

■汎用性が広がる「e-コレクト」
　「e-コレクト」は、お客さまの利便性やご要望にお応え
することで、ますます進化するサービスです。決済方法の
ひとつであるクレジットカードは、2009年3月現在合計
20ブランドのお取り扱いが可能です。

　また、業界初となる電子マネーによる決済を2007年
7月より開始し、東京23区と名古屋市内で後払い方式の
「クイックペイ」がご利用いただけます。
　「e-コレクト」は、「現金」「クレジットカード」「デビット
カード」「電子マネー」と選択肢を広げ、時代のニーズに
的確に対応し、社会インフラとしての役割を担っています。

■インターネットの普及に合わせたセキュリティ
関連サービス

　インターネットの普及に伴い、カードによる犯罪やオー
クションを利用した犯罪などが急増していることから、
商品のお届けの際にも本人確認が義務づけられるなど
安全な取引環境の確立が求められています。
　佐川急便では、受取人さまを確実に特定できる業界初
のサービス「受取人確認配達サービス」を開始しました。
配達時に公的証書によるお名前の照合と、あらかじめ決
められているパスワードをe-コレクト決済端末機で照会
することにより、二重のセキュリティを確保し、より安全
にサービスをご利用いただける環境を提供しています。
　また、「受取人確認配達サービス」のセキュリティをさら
に強化することで、2008年3月1日に施行された犯罪収益
移転防止法に対応した「クレジットカード配送サービス」
を開発（2008年4月21日より取り扱い開始）しました。
これにより、高いセキュリティが要求される重要な商品の
取り扱いにも対応でき、利用者さま・カード会社さま双方に
とって安全で快適なサービスとしてご利用いただけます。

万全なセキュリティのe-コレクト



　昨今重要視される内部統制の推進、コンプライアンス
意識の高まりを受けて、日常業務の個人認証・セキュリティ
強化のために、SGモバイルサポート（株）は「3D顔認証就
業管理システム」を共同開発し、販売しています。
　「3D顔認証就業管理システム」は、生体の一部であり
唯一の「顔」を100万分の1ミリ単位でテンプレート化して、
セキュリティ対策のID認証用生体情報として利用すると
同時に、「タイムカード」の機能も併せて持たせることで、
勤怠情報のデジタル管理を可能とするシステムです。ＩＣ
カード等の発行が不要になることで、カードコストや管理
業務等のランニングコストが低減され、再発行やデータ
管理、セキュリティ対策などカード運用の関連業務が低減
できる特徴があります。

3D顔認証就業管理システム
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製品設置イメージ ３Ｄテンプレートイメージ

　1985年に佐川急便が中国へ中古トラック200台を寄贈後、継続的に
活動を行うために1986年10月に設立しました。以来中国をはじめ諸外国
の経済発展に貢献し、同諸国との友好親善に寄与しようと、中古トラック
を無償で供与しています。また、寄贈したトラックを末永く使用してほし
いという思いから、日本・中国で車両整備研修を実施しています。

＜2008年度までの実績＞
◇寄贈トラック数：総数3,305台
　（内訳：中国3,000台、モンゴル102台、ペルー150台、ラオス53台）
◇受入車両整備技術研修生：累計108名

中古トラックの寄贈、車両整備技術の指導等で
関係諸国との親善に寄与

　「長年にわたる、中国の人材育成、改革開放への支援、経済発展
への協力、中日両国の民間交流促進に対しての、多大なる貢献に
感謝申し上げます。日本での研修中、日本の皆さまの仕事に対して
の責任感、物事に対しての真面目さ、日本国民の品格に最も感銘
をいたしました。中国には「人生は、ひとつ良いことするのは難しく
ないが、一生良いことをやり続けることは大変難しい」という諺が
あります。２０年以上にわたる財団を通じた、友好事業活動の展
開、社会への奉仕、貢献は佐川急便の美徳であり、勉強すべきこと
であります。帰国後、会社トップに報告し、この大切な経験は必ず
今後の仕事、人生に生かしたいと思います。」

2008年の車両整備研修生は、
青海省西寧市明湖汽車公司から
６名を受け入れました

http://www.sagawa-kokusaikeizai.or.jp/佐川国際経済協力会

ラオス国内を走る寄贈トラック

SGモータース東京店での研修風景

韓涛団長よりいただいた言葉

財 団 活 動



　佐川急便では、お客さまからの一本の電話が企業イ
メージを決定すると考えています。電話応対を担当するカ
スタマーサービス課では、セールスドライバーに次ぐ第2
の営業と位置づけて、お客さまに喜ばれるサービスの徹
底に努めています。日々の教育としては、支社ごとにインス
トラクターがおり、また外部の講師の方にも定期的に指導
いただいています。
新入社員には、
マンツーマンで約
1年間にわたり実
践的な教育を行っ
ています。

■社内カスタマーサービスコンテストで、
全国一定の高い水準に

　カスタマーサービス課では、電話応対の技術向上を目的
に、2001年から社内カスタマーサービスコンテストを実施
しています。その内容
は、先ず知識テストとし
て、作業手順に準じて
約700問の問題が作成
され、その中から100問
が出題されます。さらに

電話応対に必要なシチュエーションをつくり、外部の講師
やコンサルタントが審査します。これは全国の各ブロック・
地区の代表チームで競い合い、日常のサービスの質の
向上に努めています。

■電話応対全国コンクールでの優秀な成績
　（財）日本電信電話ユーザ協会が実施する2008年度の
「第47回電話応対コンクール全国大会」が開催され、
全国から9,669名がエントリーされ、佐川急便からは6名
が全国都道府県の代表として出場し、東北支社二戸店の
社員が優秀賞（3位相当）に輝きました。

「迅速・確実・丁寧」な電話応対を目指して

品質向上への取り組み

お客さまに向けて、品質の向上の取り組み社会
との
かかわり
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2人1組のチームで競います

クオリティーマークISO9001適合証明証

　「東北ブロックから入賞者を！」支社
の目標をかなえたい、今まで支えてくれ
た人に恩返しがしたいと頑張ってきた
ので感無量です。
　大会はおもちゃ屋さんという設定だっ
たので、実際のお店ではどんな接客をす
るのかリサーチに行き、自分がうれしい
と思える応対を心がけました。今後もお
客さまの立場に立った応対と明るくさわ
やか、元気の良い第一声、佐川ファンの
お客さまを増やせるように頑張ります。

T O P I C

5度目の挑戦、
3度目の全国大会でついに優秀賞！

佐川急便（株） 二戸店 田口淳子　

日々の業務の中での教育が重要です

■ISO9001の取得
　佐川急便では、お客さまに満足いただけるサービスの
提供を目指して、お客さまのニーズに的確にお応えでき
るサービス品質の管理を実施して
います。2009年5月現在、品質マ
ネジメントシステムの国際規格
ISO9001:2000の認証を373の
事業所で取得しており、輸送サー
ビスに関連するプロセスの継続的
な改善に取り組んでいます。

■クオリティーマークの認定
　佐川急便独自の品質管理として、「クオリティーマーク」
の認定を行っています。これは、お客さまのニーズに的確
にお応えするためのサービス品質管理で、時間帯サービス
の履行率や不在再配達の履
行率など15項目の基準を設
けて審査を行い、2008年度
の認定営業店数は8店舗で
した。
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働きやすい職場環境づくり

　佐川急便の2008年度の障がい者雇用率は、1.80％で
法定雇用率を達成しています。特定法人での集約雇用で
はなく、健常者と同じ職場で働く点が他の企業との大き
な違いです。同じ職場で一緒になって業務に取り組み、
互いに苦労を分かち合い、目標達成の喜びを共有する。

真の意味で「障がい者の自立につながる」という考えを
もって取り組んでいます。
　今後もこのポリシーに基づき、ともに成長できる雇用
促進への取り組みを進めていきます。

障がい者の雇用を促進

　従業員一人ひとりがその個性と能力を存分に発揮でき
る場を提供することは、将来を見据えた労働力確保のた
めの企業戦略だと考えています。そのため、性別や年齢
にとらわれることなく、さまざまな職域において積極的
な採用を行っています。その中でも、女性従業員の採用
数は前年比108％と大幅に伸びており、さまざまな職場
で活躍しています。職種別に見ると、事務職の3,714名
が最も多く、次いでドライバー職が1,882名、管理職に
就いている女性社員もいます。単に女性従業員を増やす
だけではなく、しっかりと育成し、能力開発を視野に入れ
たうえで、管理職への登用を積極的に推進しています。
　また、育児休業の取得から復帰後の就業促進など仕事
と育児の両立を高める施策も進めており、出産後に職場
復帰している女性従業員も数多くいます。

職域を越えて女性従業員の活躍を支援

従業員とともに社会
との
かかわり

サービスセンター職
323名

事務職
3,714名

主任職
72名

ドライバー職
1,882名

配送職
1,283名

管理職
3名

◎女性従業員入社人数の推移

◎女性従業員職種別内訳
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　SGホールディングスグループの社員数は約45,000名、
パート・アルバイト・契約社員を含めると約58,000名に
なります。全従業員が働きやすい職場づくりのために、
お互いの人権・人格と個性の尊重や職場でのプライバシー
の尊重、安全で健康的な職場環境づくりのために５Ｓ
（整理・整頓・清潔・清掃・しつけ）の徹底などに取り組んで
います。また当グループでは、従業員はかけがえのない

「人財」と考え、一人
ひとりが働き甲斐
を感じてもらえる
よう常に心がけて
います。



　教育研修を通じて全従業員が仕事に
対するやりがいと自己の成長を実感して
もらうため、佐川急便ではさまざまな全国
統一の教育体系を整備しています。
　さらにより良い人材を育成していくため
にも、今後は教育研修を修了した者の成
果や成長を数値化して測定する仕組みの
構築を目指します。

充実した人材育成・研修制度
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◎2008年度研修実績

8,354

6.022

7.018

1.489

708

135

新入社員基礎研修

安全運転基礎研修

SＤ独り立ち認定研修

ＣＳ基礎実務研修

ＣＳ独り立ち認定研修

ＣＳ指導員認定研修

1

2

3

4

5

6

人数研修名称

2,131

442

239

1,340

2,735

42

30,655

ＳＤ指導員認定研修

安全運転検定員認定研修

安全管理者専任時研修

管理職実務講座

リーダーシップ研修

店長初任研修

7

8

9

10

11

12

人数研修名称

合計（のべ）

　佐川留学生奨学会は、東南アジア諸国からの外国人留学生に、奨学金支給や生活指導を行っています。
　第19期奨学生で、東京大学大学院で工学博士号を取得したマレーシアのイット・フーチョンさんに話を伺いました。

留学で学んだことを活かして母国の発展に貢献したい

http://www.sagawa-ryugakusei.or.jp/佐川留学生奨学会

　SGホールディングスグループでは、専用ホーム
ページ「SGホールディングスグループ　社員・家族向け
サイト」を運営しています。健康や職場環境における
悩みなどの各種相談窓口や、全国の保養所・リゾー
ト情報、各種ライフサポート情報などを掲載し、心
も体も豊かな生活が送れるよう役立っています。

社員・家族専用Webサイトで生活をサポート

●留学を志した理由は？
　中学生のころ、マレーシアは日本の家電製品などがブー
ムになっていました。私はエレクトロニクス分野に興味があ
り、ぜひ技術力の高い日本で勉強したいと思っていたから
です。そして1996 年、21歳の時に来日しました。

●応募した理由は？
　文部省（当時）の奨学金制度を使って来日し、大阪大学
外国語学部で日本語と高校卒業程度の基礎知識を学び
ました。その後、東京大学大学院に進学。制度の適用が電
子工学の修士課程修了までだったので、ぜひ博士課程に
も進みたくて応募しました。

●将来の目標は？
　現在、東京大学発のベンチャー企業で、大容量のデータ
通信などが可能な電子部品の開発・製造・販売を行ってい
ます。当面はこの技術を普及し、会社を成功させることが
目標です。将来は同じ分野の会社を立ち上げ、母国の発展
に貢献したいと考えています。

●財団に期待することは？
　日本が国際化していく中で、財団の役割は
ますます大きくなっていくと思います。今後も
手厚いサポートで、さらに多くの奨学生を受け
入れていただけるよう期待しています。

財団法人佐川留学生奨学会の概要
　日本と東南アジア諸国との国際交流・友好親善を目的に1986年2月
に設立。東南アジア諸国から日本へ留学する学生を対象に奨学金援助を
行っており、経済的支援を行うほか、留学生の交流活動にも力を入れ、奨
学生同士の友情と絆を大切にしています。

＜2008年度までの実績＞
◇奨学生採用人数：362名
◇奨学金支給金額：8億430万円
　（１名につき月額10万円を２年間支給）

第19期生　イット・フーチョンさん
（先端フォトニクス（株）勤務、
東京大学先端科学技術研究センター共同研究員、
工学博士）

理事長・栗和田榮一から採用証書を授与される留学生

財 団 活 動
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　ＳＧホールディングスグループでは、従業員とその配偶
者・扶養家族を対象に「ＳＧホールディングスグループ健康
ダイヤル24」を開設し、専門機関による電話相談を24時
間フリーダイヤルにて受け付けています。相談内容も
健康・医療・介護・育児相談や医療機関情報の提供と
いった「家庭生活」から、仕事や人間関係などの悩み・スト
レスなどの「こころの問題」まで幅広く、匿名による相談
も可能です。
　また希望により、専門家による「面談カウンセリング」
を47都道府県全200カ所で受けることができ、従業員と
その配偶者・扶養家族の方々に、さらなるサポートの充実
と周知を図っています。

メンタルヘルスケアの促進

「健康ダイヤル24」ポスター

健康への意識づくり

V O I C E

　心と体は、常に健康な状態でいたいものです。忙しい毎日に
追われて、ついおろそかにならないよう、さまざまな媒体を通
して従業員に意識づくりを呼びかけています。
　中でも、毎月発行される社内報「HIKYAKU」には、「飛脚の元
気街道」コーナーを設け、健康の自己管理（セルフチェック）方法
や腰痛、インフルエンザや花粉症の予防法など、健康管理に
関するさまざまな情報を掲載しています。特に、一日中屋外で

SG ホールディングスグループ健康保険組合 東京健康推進室 保健師 

山本 加奈 

　「セールスドライバーの仕事を知りたい」。そんな
社員の家族の声に応えて、会社参観を行いました。
「お父さんみたいになりたい！」「お客さまのお荷物
を預かる大変な仕事だとわかりました」など、参加
した家族から感想をいただきました。
　親子や兄弟で働く従業員も多い佐川急便で
は、お互いを理解、尊敬し合う温かい気持ちが
グループを支える元気の源になっています。

「家族参観」で高めるグループ力

作業を行うセールスドライバーにとって、夏の暑さは大敵です。
そこで、夏の暑さに負けない体づくりのための特集を組むなど
して注意を呼びかけています。これらの記事は、健康保険組合
のベテラン保健師4名が、心を込めて作成しています。



充実した福利厚生
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■クラブ活動
　芸術やスポーツへの支援、子どもたちの教育支援などに、
佐川急便は地域社会と協力しながら取り組んでいます。
　スポーツの振興と健全な体づくりを目指し、さまざま
なクラブ活動を支援しています。

陸上競技部

サッカー部

女子ソフトボール部

毎年元旦に行われる全日本実業
団駅伝に、14年連続で出場を果
たしています。また、びわ湖マラ
ソンに出場した清水智也選手は
初マラソンで日本歴代記録第3位
となりました。北京オリンピック
では、谷井孝行選手が競歩日本
代表として出場を果しました。

日本フットボールリーグ（ＪＦＬ）
所属。2007年度は初のＪＦＬ
優勝を果しました。サッカー
アカデミー（小中学生を対象）
を開校するなど、リーグの連覇
を目指しながら、本拠地の滋賀
県に根付いたチームづくりを進
めていきます。

2005年度、日本ソフトボール
リーグ3部に参加し優勝。翌年2部
に昇格し優勝を果たす。1部リーグ
初参加の2007年度、2008年度
ともに8位。次年度は北京オリン
ピック銅メダリストの外国選手も
加わり、さらなる新戦力でチーム
強化を図ります。

粘り強い歩きを見せる谷井選手

T O P I C

谷井選手、世界の大舞台で見事完歩！
　8月22日、北京オリンピック男
子50km競歩。このレースに照準
を合わせ、努力を重ねてきた谷井
孝行選手は、30℃を超える暑さ
の中、沿道からの声援に応えなが
ら見事29位で完歩しました。
「応援ありがとうございました！
2009年8月世界陸上ベルリン大
会の日本代表選手として出場する
にあたり、もっと技術面で成長
し、より良い結果を出せるよう頑
張ります」

■SGホールディングスグループ
　スポーツフェスティバルを開催
　社員がいきいきと働くためには、家族の理解・協力が
重要です。そこで、SGホールディングスグループでは、
社員だけでなく家族も含めた全体で成り立っていると
いう考えのもとに、社員や家族の親睦を深められるよう、
グループ各社または事業所、地域ごとにさまざまなイベント
を開催しています。
　中でも、グループを挙げての一大イベントとして、毎年
5月の初旬に開催しているのが「SGホールディングス
グループ スポーツフェスティバル（SSF）」です。全国から
社員と家族が滋賀県守山市にある保養施設「守山パー
ク」に集結し、スポーツやイベントを通じてひとつになる
よろこびを実感しています。
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■厚生施設の提供
　従業員が心身ともにリフレッシュできる施設として、国
内外に厚生施設および契約リゾート施設を提供しており、
一家そろってのコミュニケーションに活用されています。

◎主な厚生施設

日本一大きな湖・琵琶湖の東
岸に臨む「レークさがわ」は、
豊かな自然と開放的な風景を
楽しめ、守山パークにも隣接
し、心身ともにリフレッシュで
きます。

レークさがわ

日本有数の保養地・熱海にあ
る「熱海さがわ荘」は、太平洋の
大きく輝く波と豪快な風わたる
海岸沿いに位置し、日常から解
き放たれたリフレッシュ体験を
堪能できます。

熱海さがわ荘

滋賀県守山市にある守山パー
クには、陸上競技場、野球場3
面、ソフトボール場、人工芝
サッカー場、体育館、室内プー
ルを備え、社員をはじめ地域
の方にもご利用いただいてい
ます。

ＳＧホールディングスグループ
守山陸上競技場

　グループの活性化と社員のモチベーション向上を目的に、
SGホールディングスグループでは、合同表彰式を開催し
ています。
　優れた業績を収めたグループ社員（個人）と、年間を
通じて業績・品質・安全の向上に努め、優秀な成績を収めた
佐川急便営業店（グループ）に与えられる制度で、当グ
ループの財産として称えています。

さらなる向上へ社員表彰制度

＜2008年度までの実績＞
◇研究助成件数：331件／金額：3億2,400万円
◇特別研究助成件数：12件／金額：6,000万円
◇看護特別研究助成件数：11件／金額：1,100万円
◇市民公開講座／東海テレビテレピアホール（名古屋）　
　　　　　　　　 来場者数：約450名

　佐川がん研究助成振興財団は、がん看護研究がさらに進み、研究者の励みとなるように「佐川看護特別研究助成賞」を
設置しています。
　受賞者である、東海大学医学部付属病院看護部緩和ケアチームの塚田美智子さんに話を伺いました。

緩和ケアの質を高め、患者のＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）向上を図る

http://www.sagawa-gan.or.jp/佐川がん研究助成振興財団

　日本人の死亡原因第1位であるがんの基礎研究や
応用治療研究などの活動を助成し、医療福祉の向上
に寄与することを目的として、1989年2月に設立。
研究助成金の支給、研究助成賞の授与、がんの予防
啓発を目的とする市民公開講座の開催などを行っ
ています。

財団法人佐川がん研究助成振興財団の概要

佐川看護特別研究助成賞　

受賞者　塚田 美智子さん
（東海大学医学部付属病院
看護部緩和ケアチーム専従
看護師・がん性疼痛看護認定看護師）

理事長・栗和田榮一から助成金を授与

●緩和ケアとは？
　ひと口に「がんの痛み」といってもさまざまで、治療と同時に
ケアも必要とされます。緩和ケアとは、患者さんのつらさを体
と心、社会生活、そしてご家族まで含めた全体として支え、つ
らくならないようにがんと付き合っていくための方法です。

●財団の活動をどう思いますか？
　がんに対する研究はまだまだ途上段階で、患者側に立った
ケアも不足しているのが現状です。また、医師に対する助成は
あっても、看護師に対する助成はなかったことから、佐川看護
特別研究助成賞を受賞し、緩和ケアを向上させるための研究
の機会をいただいて感謝しています。

財 団 活 動
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人のつながりと社会の声

　物流事業者として、佐川急便が社会から求められている
期待や役割とはなにか、また事業活動の中で貢献できる
ことはなにか、その要望に応えられているかなどを知る
ために「ＳＡＧＡＷＡステークホルダー・ダイアログ」を
2004年度から開催しています。第5回目になる2008年度
は、アメリカの金融危機から始まった未曾有の経済停滞
の中、物流が社会インフラや産業インフラと緊密な関係を

もっていることから、物流事業者の側からいかに経済
活性に貢献できるような活動とはなにか、また事業経営
の面からも社会の声を聞きながら経済危機に対処していく
ことを目的に、「物流事業者が消費者の心をつかむため
には」のテーマで、参加いただいたステークホルダーの方に
議論を展開していただきました。

企業をとりまく「利害関係者」のこと。お客さまや取り引き先だけでなく、従業員や経営者、地域住民やＮＧＯ、行政、マスコミなども含み、企業活動を展開する中で、
直接、間接に関係するすべての人々を指します。

■参加者それぞれのキーワードから
ディスカッションを展開

　２つのグループに分かれて展開したグループディスカッ
ションでは、参加者それぞれが提示したキーワードを台紙
に書き、参加者の問題意識を共有するという手法によって、
さらに議論を深めました。そこから、今後の物流事業者の
さまざまな活動に対して数多くのアイデアや提言をいた
だきました。

※ステークホルダーとは

ステークホルダー・ダイアログの開催

第5回ステークホルダー・ダイアログの概要

社会
との
かかわり

【参加者】

【テーマ】

【実施内容】

物流事業者が消費者の心をつかむためには

【実施日】
2009年2月6日（金）

【場　所】
東京

18名
行政関係者、学識経験者、ＮＰＯ・ＮＧＯ代表者、
企業担当者、ジャーナリスト、佐川急便担当者

討議テーマ（Ａ）：「生活者や個人（to Ｃ）の心をつかむには」
討議テーマ（Ｂ）：「企業（to Ｂ）の心をつかむには」

●基調講演

●グループ発表および全体ディスカッション

●グループディスカッション
　2つのグループに分けての議論展開

全体会議のようす

グループディスカッション

キーワードを共有 グループ発表



■ダイアログを終えて
　今回、さまざまなご意見を頂戴し、消費者と共感するため
には、双方向のコミュニケーションが必要であると感じま
した。そのための地域社会における「コミュニティインフラ」
として、社会に貢献できるよう取り組んでいきたいと考え
ています。

　高齢化が進むと、商店街まで歩いて買い物に行くことが難しい人
が増えてくる。特に一人暮らしの高齢者はコミュニケーションが
途絶えがちだ。宅配業者が、世間話や雑談をすることも大事だろう。
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佐川美術館　福祉の日

■全体ディスカッションで出された意見（抜粋）

「物流と生活者・地域との連携」

　消費者や生活者が参加する機会を提案し、議論する場を共有す
ることは大切ではないか。地域とつながりや接触をもてれば、新し
い地域のサービス産業化もありうる。活発に活動している地域や
環境モデル都市のいくつかで開催するなど、まさしく新しい地域創
造も可能であると考えられる。

「地域のステークホルダー会議を開催」

　消費者との共感を得るためには、企業が責任をもっている。消費
者に対して企業は、教育とはいわないまでも、情報をしっかりと訴求
してほしい。

「情報提供の必要性」

株主・
経営者・従業員

企業
（協力企業等）

行政・自治体 NPO・NGO

学識者

ジャーナリスト

顧客・消費者
（個人・法人）

　文化事業として、地域をはじめ広く社会に貢献することを目的に、佐川急便創業
40周年記念事業の一環として、滋賀県守山市に開館した佐川美術館も開館10周年
を迎えました。日本画家の平山郁夫先生、彫刻家の佐藤忠良先生の作品を中心に展
示する他、東西の文化交流をテーマにして海外の貴重な美術品の紹介や日本美術の
浮世絵や漆器、琵琶湖の自然をモチーフにした外国人作家の水彩画など、琵琶湖の
ほとりの文化拠点としての活動を展開しています。
　開館10周年の記念展は、佐藤先生の希望もあり、4月に「小磯良平と佐藤忠良展～
モデルへのまなざし～」を開催。9月には2001年の元旦に奈良・薬師寺へ奉納された
『大唐西域壁画』を数多くの方々に見ていただきたいとの願いから、平山先生が各場面
を50号の大作に再描写し、数十年のシルクロード取材の壮大な画業を「玄奘三蔵、
求法の道」と題して開催しました。
　また、美術館では「福祉の日」を設けて、障がい者の方やそのご家族、ボランティア、
福祉施設の職員の方たちへの無料ご招待活動も行っています。

開館10周年を迎えた佐川美術館

　400年余りの歴史を受け継ぐ日本独自の陶芸・樂焼の家系の十五代目で、伝統に
根ざしながらも、常に斬新な感覚を示す造形美の世界を表現し続けている樂吉左衞
門先生の作品を展示した佐川美術館 樂吉左衞門館も2008年9月に開館１周年を迎
えました。

開館１周年を経た樂吉左衞門館

http://www.sagawa-artmuseum.or.jp/佐川美術館

平山郁夫館

佐川美術館

佐藤忠良館

樂吉左衞門館

財 団 活 動



地域社会とともに
「内外の地域支援・協力」
「産学官民の連携や協賛活動」

社会
との
かかわり
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シンポジウムなどでも情報交換

　佐川急便では、さまざまなスポーツイベントをはじめ、
2005年より“京都発”のピンクリボン運動に参加、啓発
活動の応援やシンポジウムの開催にも協賛しています。

■サガワ カマモト ジュニアカップ 
モリヤマ2008

　少年サッカーの交流と技術向上を目的として、第1回か
ら協賛をしているこの催しは、今年で12回目を迎えまし
た。今大会は24チーム、
500名の子どもたちが参
加し、手に汗握る試合が
繰り広げられました。

■スポレク滋賀2008
　第21回全国スポーツ・レクリエーション祭において、当グ
ループの文化・スポーツ発信の地である滋賀で佐川美術館
とサッカー部が協同して地域の方 と々交流を深めました。

■ゴールデン・ルーキー賞
　日本プロ野球の新人王に贈られるゴールデン・ルー
キー賞に、2002年から協賛しています。受賞選手には、
（財）佐川美術館ともゆかりの深い、彫刻家の佐藤忠良氏
制作のブロンズ像「萌える」が贈られます。

■佐川急便杯
第54回アマチュア本因坊決定戦全国大会

　この大会は、全都道府県代表や学生代表、女性代表など
が参加し、囲碁のアマチュア棋士日本一を決める大会で、
2004年から協賛しています。
 

スポーツイベント等へ積極的に協賛

　佐川急便では、東京大学医学部附属病院22世紀医療
センター内に、寄付講座「ホスピタル・ロジスティクス」を
開設してきました。研究テーマは、毎日非常に多くの人や
物の流通がある病院の状況に着目して、病院に必要な医薬品
や医療材料の調達・供給方法、患者の利便性向上のため

の物流サービスなどです。
実証研究としては、患者さま
向けのサービス開発などを
展開しました。

産学連携で、病院の物流（ホスピタル・ロジスティクス）を実証研究

　お茶の水女子大学で行われた「環境を考える経済人の
会21（B-LIFE21） 」主催の寄付講座において、当社代表
取締役会長兼社長の栗和田榮一が環境の取り組みをテーマ
に講師を務めました。
また国土交通省や環境
省などの主催によるセ
ミナーにも多数講演し、
問題解決への情報提供
を行っています。

講演活動を通じて先進的な取り組みを紹介

講演のようす

白熱した試合を展開

◎2008年度講演実績

実施日 講演名 場所

  7月14日

  7月18日

  9月18日

10月15日

10月30日

11月  6日

11月12日

京都女子大学講演

天然ガス自動車フォーラム研究会

物流環境管理士養成講座

京都商工会議所ＣＳＲ特別委員会

環境教育研修

明治大学：「環境と政治・経済・社会Ⅱ」講座

B-LIFE２１寄付講座

京都女子大学

経団連会館

砂防会館

からすま京都ホテル

環境省環境調査研修所

明治大学　駿河台校舎

お茶の水女子大学
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　サッカー部では、地域貢献活動の一環として「財団法人
日本サッカー協会　こころのプロジェクト～夢先生～」
に賛同して、学校教育の現場と力を合わせて、子どもの
心の教育に取り組んでいます。これまでに地元小学校5
校、計682名に対して授業を行いました。また、幼稚園や
保育園を訪問してのサッカー教室や地域の小学校3年生～
中学生までを公募してサッカーアカデミーも開校しています。

健やかな心を育む「夢先生」

　女子ソフトボール部は、京都市民イベント「みんなの
スポーツフェスタ」に参加し、市内の小中学生約300名を
対象に、ソフトボール教室の指導を行いました。また、
ＳＧホールディングスグループ守山パーク内に全国各地の
高校生を対象とした合同練習を開催して、年間約330名
が参加しました。今後ともソフトボールの普及、技術向上
へ取り組んでいきます。

京都市民イベント等に協力

イベント会場のようす

ソフトボール教室

　佐川急便は、2003年にJOC（財団法人日本オリンピック
委員会）環境オフィシャルパートナーに認定されて以来、さ
まざまな活動を行いました。オリンピックムーブメントの
推進をはじめ、日本代表選手団のサポート、またJOCが主
催するイベントで環境啓発活動を積極的に行ってきました。
　オリンピックデーランは、オリンピック選手と一緒に
ジョギングをして、スポーツの楽しさを知ってもらうための

活動です。2008年度は、環境イベントとしてスポーツ
発電リレーを開催し、
計2,695名の参加に
より2,884.24Whの
発電量を記録しました。

JOCパートナーとしてさまざまな活動を展開

T O P I C

“輸送”種目で活躍した北京オリンピック
　中国から日本への観戦チケットの輸送をはじめ、日本代表選手団への
公式支給品の輸送、また、開催中はJOCジャパンハウス※のサービスの一環
として、宅配カウンターの設置により国際宅配便サービスを受託するなど、
JOC協賛企業として協力しました。

JFAこころのプロジェクト～夢先生～

ジャパンハウス内 佐川急便ブースにて　
来場者数　約9,000名

宅配便サービスカウンター　
※JOCが日本代表選手団と地元の日本人の活動拠点として設置する施設。



「これからも、もっと、ずっと。  
～ SGホールディングスグループ社員より、　　
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笑顔と一緒に
お荷物をお届けしたい
どんな大きなお荷物でも、いつも元気に
笑顔で届けてくれる。以前に出会ったその
女性のように働いてみたい、と思う一心で
佐川急便に入社しました。今では、憧れだった
セールスドライバーになれて、今度は私が
笑顔でお客さまにお荷物を受け取っていた
だけるよう頑張っています。 

佐川急便（株） 仙台店 営業課

北向 恵
Megumi Kitamukai

物に込められた想いも
大切に運ぶ
独り暮らしのおじいさんのお宅に、テレビの
設置配送に伺ったときでした。お孫さんたち
が映るDVDを初めて観て喜ぶ姿に、送られ
た息子さん家族の想いを運ぶことができた
こと、おじいさんの感動までも一緒に味わう
ことができたことに、とても幸せな気持ちに
なりました。

佐川引越センター（株） 東京支店

土江 孝
Takashi Tsuchie

人や社会に愛される
ドライバーであれ
担当エリアから事故をなくす。その目標に対
して、制限速度を守るペースカーとなって
安全に貢献しています。一人でも多くのドラ
イバーが、地域の方々から愛され、社会に役
立つ佐川急便となっていけるよう、まずは
自分からどんな些細なことでも積極的に活動
していきます。

佐川急便（株） 名古屋店 営業課  主任

前野 雄治
Yuji Maeno

物流のあらゆる過程で
パイプ役を果たす
お客さまに応じた輸送プランを提案するこ
とで、そのお荷物に携わる方々の仕事のお
手伝いができたときには、社会に役立って
いると感じます。笑顔で訪問すれば、笑顔が
返ってくる。それをプラスのエネルギーとし
てお荷物と一緒に配達し、地域社会に貢献
したいと思います。

佐川急便（株） 都城店 営業課

陳ヶ尾 貢
Mitsugi  Jingao

「急」のつく行動を
しないこと
日々、心がけていることは、エコ安全ドライブ
活動です。急発進、急加速、急ブレーキをしな
いよう、運転中は運転のみに集中、時間や気
持ちにゆとりを持ち、広い視野で周囲の状況
確認を行う。その運転がCO2の排出量削減や
一番大事な安全運転にもつながり、事故もな
くなります。

佐川急便（株） 城西店 営業課 主任

大澤 邦之
Kuniyuki Ohsawa

早い配達で
信頼されるドライバーに
心を込めて集配したお荷物によって、お客さま
の仕事をサポートすることができたり、喜ん
でいただけることに喜びを感じます。ドライ
バーコンテストで得た知識を広げて、より
安心・信頼されるドライバーになるとともに、 
交通事故を少しでも減らすことができたら良い
と思います。

佐川急便（株） 東大阪店 営業課

杉本 こなつ
Konatsu Sugimoto

安全教室で
子供たちの笑顔を守る
園児や小学校低学年児童とのふれあいを通
じて、日頃ハンドルを握る立場から、交通
ルールや安全を理解してもらえるよう取り
組んでいます。お客さまと接する中で実感
するのは、やはりお客さまの気持ちを運ん
でいるということ。それをやりがいに、もっと
信頼を広げていきたいです。

佐川急便（株）  鳥取店 営業課

末宗 覚晴
Nobuharu Suemune

社員から家族へ
地球にやさしさを
環境会計を担当し始めてから、よりエコ活動
に意欲的になりました。節電をはじめ資源を
無駄遣いしないように、また、使用済切手を
利用して車椅子寄贈活動にも協力しています｡
あらゆる環境活動を通じて、地球へのやさしさ
を次の、その次の世代まで伝えられたら素晴
らしいです。

佐川急便（株） 北海道支社 管理部 管理課

小林 亜矢
Aya Kobayashi



 社会に役立っていきたい」  
　 私たちの想いを感じてください。～

施設ご利用の皆さまに
喜ばれるように
自社施設と管理受託施設において、燃料用地
下貯蔵タンクや浄化槽などの水質汚染・土壌汚
染を防止するために、適切な施設管理を行って
います。不動産管理という仕事を通じて、
リニューアルや新築時には、省エネルギーを重視
した施設づくりを積極的に提案していきます。

SGリアルティ（株）
業務部 業務課 東北地区

駒木 高晴
Takaharu Komaki
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スムーズな出荷で
お客さまのもとへ
佐川急便出荷支援システム「ｅ飛伝シリーズ」の
電話サポートを行っています。お客さまの困った
ことやトラブルを解決できて、スムーズな出荷
ができた時、お客さまのお役に立てて本当に
良かったと実感しています。そして「ありがとう。
助かりました」そのひと言に喜びを感じています。

佐川コンピューター・システム（株）
システムサービス部 沖縄コンタクトセンター

坂本 恵実子
Emiko Sakamoto

自分より
相手のためを考えて
現在ISO14001業務に携わっていること
から、会社や社員、地域のために何がよい環
境なのか、何が必要とされているのかなど、
常に全体を考えて行動するようにしていま
す。入社して今年で10年目。SGホールディ
ングスグループの社員であることをとても
誇りに思っています。

佐川アドバンス（株） 本社 総務部

近藤 寿子
Hisako Kondoh

環境も配慮した
物流センターづくりを
佐川流通センターとして、再生品の緩衝材を
提案するなど、環境にやさしい「グリーン物流」
をはじめ、排気ガスの削減やゴミの再資源化
に貢献しています。お客さまの大切な商品を
お預かりしながら、これからも「ムリ・ムダ・ムラ」
をいかに削減していくかを目指していきます。

佐川グローバルロジスティクス（株）
 西東京支店 大井SRC 主任

宮城 佳乃子
Kanoko Miyagi

駐車違反の減少で
より交通安全へ
時間貸し駐車場の業務を通じて、一般道路に
おける駐車違反の減少という面で社会貢献
をしていると思います。さらには、駐車場を
増やしていくことで、駐車違反を減らすだけ
でなく、道が広くなって交通事故も防げる。
つまり、社会の安全を守ることにつながると
思います。

ＳＧモバイルサポート（株） 東京営業所

濱田 浩一
Kouichi Hamada

恩返しの気持ちで
お客さまに満足を
普通免許の資格しかなかった私が成り立っ
ていられるのは、上司や後輩に恵まれてい
るお陰です。その恩返しの意味でも知識や
技術を学び、お客さまにご満足いただける
よう車検・整備などを行ってきました。これ
からも、いままで以上に努めながら貢献して
いきたいと思います。

ＳＧモータース（株） 広島店

川端 豊和
Toyokazu Kawabata

常にお客さまへの
親身な応対を
お客さまからのお問い合わせに対する電話
応対業務を行っています。e-コレクトを管理し
やすく、より有効にご活用いただけるようお応え
することが社会貢献だと思います。今後は、社内
で行っているエコキャップ運動などの環境活動
に積極的に参加していきたいと考えています。

佐川フィナンシャル（株）
決済サービス事業部 営業推進グループ 顧客サポートチーム

高橋 京子
Kyoko Takahashi

お客さまからの
温かい言葉に想う
「きょうは楽しかった、また来るよ」「ありがと
う」。笑顔でそう言っていただけると元気に
なれますし、お客さまの明日の活力となるよ
うに頑張ろうって実感します。これからも、
楽しく心地よい時間を通じてリフレッシュし
ていただけるよう、サービスの提供に努めて
いきます。

（株）ヌーヴェルゴルフ倶楽部 営業部 フロント担当

松原 勝美
Masami Matsubara
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第三者保証報告書（クライメート・セイバーズ・プログラム）
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編集後記

2008年度のあしあと（2008年3月21日～2009年3月20日）

以下の内容はSGホールディングスグループで2008年度に発信した主なニュースリリースをまとめました。

2008（平成20）年3月21日

2008（平成20）年4月14日

2008（平成20）年4月2１日

2008（平成20）年4月21日

2008（平成20）年5月8日

2008（平成20）年5月8日

2008（平成20）年5月13日

2008（平成20）年6月2日

2008（平成20）年6月10日

2008（平成20）年6月23日

2008（平成20）年6月30日

2008（平成20）年7月2日

2008（平成20）年7月22日

2008（平成20）年7月24日

2008（平成20）年9月8日

2008（平成20）年9月11日

2008（平成20）年10月1日

2008（平成20）年10月14日

2008（平成20）年10月27日

2008（平成20）年11月5日

2008（平成20）年11月5日

2008（平成20）年11月10日

2008（平成20）年11月17日

2008（平成20）年11月21日

2008（平成20）年12月17日

2009（平成21）年1月15日

2009（平成21）年1月19日

2009（平成21）年1月26日

2009（平成21）年1月30日

2009（平成21）年2月3日

2009（平成21）年2月9日

2009（平成21）年2月16日

2009（平成21）年2月25日

2009（平成21）年3月2日

2009（平成21）年3月3日

2009（平成21）年3月9日

配 信日 内 容 配 信 元

ＳＧホールディングスグループ不動産会社「ＳＧリアルティ株式会社」事業開始　CRE戦略を推進し、不動産ビジネス展開へ

安全運行の確保・安全意識の高揚を目的に　第27回「佐川急便幹線輸送全国一斉安全パトロール」を実施

日本全国に広がる佐川急便のネットワークを駆使　安全・安心・健康にこだわった通信販売サイト『カットコット』を営業開始！！

SGホールディングスグループ、「全社一斉ライトダウン」を実施　～グループ全事業所看板灯などを消灯～

環境研修「さがわきゅうびん自然体験学習」(田植え体験)を実施　～ゴールデンウィークに親子で環境学習～

環境大臣が佐川急便の環境保全活動を視察

「第16回 佐川急便全国ドライバーコンテスト」を開催　～交通事故防止と環境保全を目的に～

北京オリンピック観戦チケット(日本国内向け)輸送を受託　北京－成田間を空輸

千趣会・佐川急便　ベルメゾンネットで「ＣＯ２排出権付き飛脚宅配便」を導入　通販利用で「マイナス６％」に貢献

佐川急便陸上競技部所属　谷井孝行選手が北京オリンピック競歩日本代表に決定！

中国・四川大地震緊急救援物資寄贈テント、四川省・成都に到着　中国人民対外友好協会から感謝状を授与される

北京オリンピック日本代表選手団公式支給品輸送を受託

ＪＯＣジャパンハウス内　国際宅配便サービスカウンター業務を受託　オリンピック開催期間中、北京市内に開設

「第19回 佐川日中友好車両整備技術研修」を開講～ 日本の車両整備技術を中国へ ～

佐川美術館「開館10周年記念 平山郁夫展－玄奘三蔵、求法の道」開催　2008年9月12日(金)～11月30日(日)

監督交代のお知らせ　ＳＡＧＡＷＡ ＳＨＩGA FC 新監督に中口雅史就任

千趣会・佐川急便　ベルメゾンネットにおける「ＣＯ２排出権付き飛脚宅配便」取り扱い好調　導入1カ月で11,000個を突破

東南アジアと日本の架け橋となる人材の育成に寄与　2008年度佐川奨学生16人を決定

「環境絵日記コンクール」を実施～従業員の家族とともに、環境保全の取組で地球温暖化を防止する～

文部科学省がキャリア教育の一環として推奨　「中学生の職場体験」受け入れに協力～ 11月21日より受付開始 ～

2008年度「佐川がん研究助成金」対象研究15件を決定　「佐川特別研究助成賞」「佐川看護特別研究助成賞」を表彰

(財)日本電信電話ユーザ協会主催「第47回電話応対コンクール全国大会」　佐川急便所属選手が優秀賞を獲得

地球温暖化防止・ＣＯ２排出量削減に向け　天然ガス充填スタンド16カ所新設　民間企業最多となる天然ガストラックの導入促進

新サービス「飛脚機密文書リサイクル便」開始　機密文書をオフィスから集荷し溶解処理まで管理

スポーツ用品業界特化型共同物流会社を4社合弁で設立に合意

第5回SAGAWA ステークホルダー・ダイアログ開催　～環境新時代に、物流事業者に問われていること～

株式会社ワールドサプライの株式譲渡および業務提携契約締結のお知らせ

佐川急便ソフトボール部　外国人選手(北京オリンピック銅メダリスト)入団のお知らせ

「第8回 佐川急便カスタマーサービスコンテスト」を開催　
～取り戻せ！佐川ファン「やっぱり佐川に任せてみよう］と言って頂ける電話応対を目指して～

特定信書の送達事業への参入許可取得～ 新サービス「飛脚特定信書便」を開発・商品化 ～

佐川急便・ニチレイロジグループ本社　「飛脚クール便」開始10年を迎え、強固な提携関係を構築
～高品質なサービスが好調、2008年度は過去最高の取り扱いへ～

ワールド・ロジ株式会社・佐川急便株式会社
連結子会社株式の譲渡および業務提携に関する基本合意書締結のお知らせ

“女性でも気軽に入れて、安心サービスの『青いモーターステーション』”　最新鋭自動車整備工場 高松新工場 1月21日オープン
～ オープニングキャンペーン(開催期間：～2009年2月20日)実施 ～

“環境に配慮した青いモーターステーション”最新鋭自動車整備工場 札幌新工場 12月21日オープン
～ オープニングキャンペーン(開催期間：～2009年1月20日)実施 ～

「第40回全国トラックドライバー・コンテスト」　11トン部門・伊藤将大選手が内閣総理大臣賞を受賞！　
3部門(4トン、11トン、女性部門)で優勝、計11名が入賞

3次元顔認証と勤怠管理を連動させたセキュリティシステム「3D 顔認証就業管理システム」の本格販売を開始
～施設セキュリティ機器販売・リース分野に参入～
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　SGホールディングスの事業は産業インフラ・社会インフラの充実・発展の一翼を担っていると捉えており、この公共性
の高い事業への真摯な取り組みが企業の社会的責任（CSR）と考えています。
　より多くの方々にご負担なく読んでいただけるレポートを目指し、引き続き「わかりやすい表現」「親しみやすい表現」に
加えカラーユニバーサルデザイン※を取り入れております。
　このCSRレポートを通じて、SGホールディングスグループの活動を皆さまに正しくご理解していただければ幸いです。
今後も人・社会とのつながりを大切にした、事業活動を邁進する当社グループであるために、皆さまの貴重なご意見・ご感想
をお寄せいただきたく、宜しくお願い申し上げます。

※色覚の個人差を問わず、できるだけ多くの方に見やすいように配慮されたデザインです。

SGホールディングス株式会社
CSR担当
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